
（１）車輌事故

総件数 道路上事故

会社 214 4346757.7 17 12 2.76 　１．車輌事故　２０２５年度比３０％削減　１７件⇒１２件

協力会社 105 ― 1 1 　　　　・年間計画に沿った教育訓練の実施（地区訓練、クレフィール湖東ドライバー訓練等）

合計 319 台 4346758ｋｍ 18件 13件 　　　　・HHK、KY活動等の危険予知訓練の実施

（２）労働災害 　２．労働災害　２０２５年度比５０％削減　６件⇒３件

　　　　・各作業における手順書の整備

総件数 休業4日以上 　　　　・職場巡視による不安全状態・不安全行動の撲滅

社員 356 891,218 5 4 4.49 　３．その他

直ﾊﾟｰﾄ 181 277,222 0.00 　　　※具体的指標：道路上の車輌事故度数率 　　　  １）残酒反応 「ゼロ」

派遣社員 251 468,646 1 1 2.13 　　　　２）マナークレーム 「ゼロ」

協力会社社員 105 ― ― 　　　
合計 893 人 1637086 ｈ 6件 5件

（３）残酒反応（車輌営業所のみ） 件 達成状況

0件 達成

（４）安全実力度評価 達成状況

法適合率 96.3% 改善率 100.0% 未改善 0件 達成 　１．重大品質事故　「ゼロ継続」

社内適合率 90.6% 改善率 100.0% 未改善 0件 達成 　　　※具体的指標：休業4日以上の労働災害度数率 　　　　・「誤」のつく事故及び盗難・紛失事故発生の撲滅

【次年度持越し課題】 　　　　・品質向上取組み推進　PDCA進捗確認を重点に活動

車両事故・労働災害件数が前年より増加。今年度はKYT活動により危険要因に対する 　２．物流品質事故削減目標

感受性の向上、点呼・朝礼時等での注意喚起など、安全意識を高める取り組みを強化 　　　　１）品質事故件数　　 　　　２０２５年度比１５％削減　１２３件⇒１０４件　

する。また、管理監督者が職場巡視、添乗指導を実施し、不安全状態・不安全行動の 　　　　２）事故費削減　　　　　　　２０２５年度比１５％削減　６，３６６千円⇒５，４１１千円

実態把握と改善を行い無災害職場を目指す。 　　　　３）立替金削減　　　　　　　２０２５年度比１５％削減　９，９２４千円⇒８，４３５千円

　３．CS評価（各職場単位） 全営業所９０点以上Aランク

（５）リスクアセスメント 達成状況 　　　　　　　　　　　 ・残酒反応　　　　ゼロ
14件 達成

14件 達成 ◎品質事故　　　　重大品質事故　　ゼロ
達成状況 　　　　　　　　　　　・事故件数　　　　対前年30％以上削減

0件 1件 未達成 　　　　　　　　　　　・貨物事故費　　 対前年30％以上削減 　１．環境関連ガバナンス強化・コンプライアンス・企業価値向上　　

107件 123件 未達成               　　　　　(立替金含む） 　　　　　1）EcoTrack導入(環境データ正確整合性向上･効率化)と部門管理者の環境施策･CO₂削減施策推進

6,283千円 6,366千円 未達成 　　　　　2）廃棄物管理のコンプライアンス強化⇒ITクラウド型データ管理システムに移行、データの一元化で効率化・見える化

5,622千円 9,924千円 未達成 　　　　　3）排出事業者(全グループ企業)契約管理精査　・コンプラ遵守強化【Pbasis切替導入(2025年度～順次)】

（７）環境活動 達成状況 ● 環境施策の具現化・取り組み強化 　２．環境施策の具現化・取組み強化

Scope1　CO₂削減量 1.2㌧ 結果 14.2㌧ 達成 　　・Scope1⇒最新DSL代替、環境優良車(EV等)導入、内燃式ﾘﾌﾄ電動化、省燃費タイヤ利用推進 　　　　１）Scope1　省燃料活動の推進 【目標】　２０２５年度比１％削減　

Scope2　CO₂削減量 1.0㌧ 結果 0㌧ 未達成   　・Scope2⇒電力再エネ化、環境対応設備(LED照明、最新空調等)導入、省電力活動 　　　　　　　・省燃料(環境対応車両)・再エネ燃料化

1.0㌧ 結果 0㌧ 未達成 　　・Scope3⇒廃棄物管理強化・ﾙｰﾌﾟﾘｻｲｸﾙ・更生ﾀｲﾔ導入 　　　　２）Scope2　省電力活動の推進 【目標】　２０２５年度比１％削減　

％ 結果 ％ 　　・社内CO₂削減目標 　　　　　　　・PPAの展開、環境対応設備導入

（８）衛生活動 達成状況 　　　　　　　・全事業所「身近な節電」の意識向上

　喫煙率 目標 40% 結果 42% 未達成 　　　　３）Scope3　資源循環活動の推進（廃棄物削減）【目標】　２０２５年度比１％削減　

8% 17% 未達成 　　　　　　　　・ﾙｰﾌﾟﾘｻｲｸﾙ対応、廃棄物削減とリサイクル推進

　2次検査受診率 100% 59% 未達成 　３．その他

2.ドライバー時間外労働（960Ｈ）車輌営業所のみ 達成状況 　　　　１）産廃マニフェスト交付実績（4/1～3/31分）の行政報告（6/30締切）

190人 　　　　２）営業所単位の環境取組み推進(ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ、廃棄物削減、植樹・環境保全等の活動推進)

0人 　　　◎熱中症発生者 ゼロ

3.社長　振り返りコメント（マネジメントレビュー） 　　　◎照度 照度測定　100％実施

（安全・品質・環境・衛生に基づく課題） 　　　◎騒音 騒音測定　100％実施

　今年度は、車輌事故、労働災害とも対前年増と残念な結果となった。重大品質事故も 　　　◎粉じん 粉じん測定　100％実施

車輌1件、庫内1件と2件の発生となり、不名誉な結果である。 　　　◎特殊健康診断 受診率　100％

　事故防止には従業員だけでなく、管理者の安全品質に対する意識レベルを向上させるこ 　　　◎健康診断事後措置 2次検査　100％受診 　１．喫煙率低減 ２０２５年度比２％削減

とも必須である。今年度の結果を踏まえ、次年度大きく改善できるよう組織としての取組みを 就業判定　100％ 　２．高ストレス者率低減 ２０２５年度比５％削減

実行してください。 　　　 　３．二次健診受診 １００％受診

　４.　熱中症発生者 「ゼロ」

【会社衛生目標】

【会社品質目標】

【センコーグループ 衛生・健康目標】

車輌事故 件数

労働災害件数

【センコーグループ安全品質　目標】

◎車輌事故  死亡事故　ゼロ

◎労働災害　死亡労災　ゼロ

◎その他　　　　　　・ドライバー年間時間外労働960時間厳守

総労働

時間

2025年度リスク完了数

【会社環境目標】

　高ストレス者率

対象営業所/ドライバー数 4営業所
達成

発生営業所/ドライバー数 0営業所

未達成

労働者数

達成状況度数率

度数率 達成状況

未達成

【会社安全指針・目標】

車両台数

―

年間

総走行距離

　リサイクル率

目標

目標
Scope3　CO₂削減量

立案
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2026年度　 南大阪センコー運輸整備株式会社　安全品質環境衛生管理 活動計画書
社長承認
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2025年度の振り返り 2026年度　安全品質環境衛生指針及び目標
1.安全・品質・環境・衛生活動結果 【センコーグループ安全方針】

【センコーグループ 環境目標】
　事故費

2025年度リスク特定数

　重大品質事故

　品質事故　　
結果

　立替金

（６）品質事故

全営業所数 7 営業所

職場における不安全行動・不安全状態を根絶し、車輌事故・労働災害を予防するために、先回りの安
全活動を展開する。

『全てのお客様に満足して頂く』ことがサービスの基本であると再認識し、物流品質を永続的に向上させる
ために顧客ニーズの実現を目指した活動を確実に、迅速に行う。

グループ事業活動を通じ、地球規模の課題解決と持続可能な社会と経済成長の実現に向けた、サス
テナブル経営を推進し、中長期的な企業価値向上へつなげて行く。

従業員とその家族が日々心身の健康を保ち、元気で活力に溢れた豊かな職場から、確かな信頼と満
足を創造する『健康企業集団』を目指す。
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